
1 

公立保育所再配置計画たたき台に対する意見とりまとめ 

番号 ページ 項  目 意  見 意見に対する市の考え・回答 

１ ３ 

２ 目指すべき基本方向 
〇発達に適した集団の確保 

私立の安定運営を念頭に置くとあるが、市内に
住む幼児への保育を公立同様に行っている私
立園に対する市独自の支援（財政・人的）を考
慮してほしい。 
 

有効な支援策について、民間事業者の意見を
お聞きしながら検討します。 

２ 6 

③天羽地区 
全体 

今でも 3 歳以下の子どもが少ないのに、便利
の方へ行ってしまい、3 歳以下の子たちが成
⾧と共に 3 歳以上の子が少ない年齢が出て
くるのではないか？ 

年代によっては多い・少ないは予測されます
が、教育・保育だけでなく、きめ細やかな子
育て支援策を実施することで、富津市で安心
して子育てできる環境づくりに努めます。 

３ ６ 

竹岡保育所 今の竹岡保育所は駐車場が狭い。マイクロバス
が入れるのか？ 

安全に配慮した運用となるよう今後検討し
ます。 

４ ６ 

金谷保育所の統廃合 事業規模とは別に立地・安全面への課題が問
題であれば、早期に統合を検討すべき。 
富津地区・大佐和地区の方が先にスケジュー
ルを立てているが 1～2 年でも検討すべき。 
 

施設の状況を把握し、児童の安全確保に努め
ます。 

５ ６ 

金谷保育所 老朽化し、危険であるため、早急な整備が必要
と思う。 

６ ６ 

金谷保育所 今の園舎が使えない。小規模保育所はどこでや
るのか？コミセン？ 

コミュニティセンターも候補に含まれてい
ます。施設改修に係る経費等も勘案し、総合
的に判断します。 
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番号 ページ 項  目 意  見 意見に対する市の考え・回答 

７ ６ 

金谷保育所 家庭的保育事業でも良いのではないか？ 家庭的保育事業の担い手が増えることで選
択肢の１つとなりますが、現時点では小規模
保育事業所の設置が適当と考えます。 

８ ６ 

違う方向性 金谷保育所や峰上保育所などは特色のある
保育所として、地区外からの見込みも増やす
方策があるか検討しては。 
海や山など自然に近い立地特性を活かし、地
区外・市外からも入園希望者が増える施設を
目指すことができれば市全体の活性化にも
つながると思う。 
 

今後の移住促進策によるファミリー層、児童
数の増には柔軟に対応する考えです。 

９ ６ 

小規模保育事業所 公共施設なので、保育ができる環境に整うま
で時間がかかると思う。早めの施設改修を行
った方が良いのではないか？ 

再配置計画決定後、滞りなく進められるよ
う、改修も計画的に進めていきます。 

１０ ６ 

小規模保育事業所 小規模保育事業の認可定員 6～19 人より少
なくなる可能性もあるのではないか？ 
たたき台の時点で 4～6 人とぎりぎりの人
数。 
 

可能性はありますが、認可定員は受入れ可能
な人数を定めるものです。 
児童の数が下回っても、必要性があれば設置
します。 

１１ ６ 

小規模保育事業所 小規模保育所（6～19 人）の規模が本当に必要
なのか。家庭的保育等に変えることも必要では
ないのか？ 
現在の児童数も少ないので、5 年後に増加して
行くことが考えにくい。 
 

家庭的保育事業の担い手が増えることで選
択肢の１つとなりますが、現時点では小規模
保育事業所の設置が適当と考えます。 
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番号 ページ 項  目 意  見 意見に対する市の考え・回答 

１２ ６ 

送迎ステーションの利用 送迎ステーションの利用がタイムロスにつ
ながらないか？ 

勤務地や勤務時間の関係によって、直接送迎
の方が都合の良い場合、送迎ステーションを
利用しないこともできます。 

１３ ６ 

送迎ステーションの利用 大雨の対策は？ 他の保育施設と比べ、児童が低年齢であるこ
とから、安全には十分に配慮し運用します。 

１４ ６ 

送迎ステーションの利用 送迎ステーションを利用している場合、保育中
に具合が悪くなった場合の対応をどうするの
か？ 

その後に医療機関受診や急変への対応など
が考えられますので、保護者対応をお願いし
ます。 

１５ ６ 

送迎ステーションの利用 バスと保育園とが連携がとれていないと欠席
の連絡や子どもの乗せ忘れ、降ろし忘れが心
配。 

直接受け入れるステーション、バス、在籍園
の三者の連携方法を確立し、そういったこと
の発生を防止します。 

１６ ６ 

送迎ステーションの利用 送迎ステーションとして公共施設はどのよ
うな所を考えているのか？ 
場所によっては、送迎の場所や通いやすさな
ど確保できる場所があるのか？ 
 

近隣のコミュニティー施設なども検討しま
すが、適している施設がない場合には現在の
施設を利用します。 

１７ ６ 

送迎ステーションの利用 バスの送迎時間、スケジュールによっては自
家用車で送迎したいという人との考え。 
地区により負担に差が生じることがないよ
うにしていく一方で、利用しやすいようにな
るべく台数を確保する必要があると思う。 
 

今後、さまざまな送迎パターンを検討し、可
能な限りニーズに応えていきたいと考えま
す。 
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番号 ページ 項  目 意  見 意見に対する市の考え・回答 

１８ ６ 

送迎ステーションの利用 送り迎え時に混雑すると考える。送迎ステーシ
ョンになる場所に新たに駐車場を増設するこ
とは考えているのか？ 
 

利用予測をたて、必要であれば確保に努めま
す。 

１９ ６ 

バスの利用料金 市の方針によるものであれば、利用者の個別
負担をなくすべきか。 
 

ご意見を参考にします。 

２０ ６ 

バスの利用料金 バス料金によってはバスを利用しない人も
出てくるのではないか？ 

ご意見を参考にします。 

２１ ７ 

４ 取組みの目安 中央保育所施設構造調査の具体的な内容につ
いて教えて欲しい。どの程度改修を考えている
のか？ 

構造耐力や保存度など耐力度を調査し、その
後必要な改修を計画しています。 

２２ ７ 

４ 取組みの目安 各小規模保育所の改修も考えた方が良い。 他の施設も経年による劣化は見られるため、
必要な改修を行い、安全な保育に努めます。 

 


